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日常の小さな風景
ー新興住宅地再生モデルー
THE TRANSFORMATION TO SCHOOL





 After The Great East Japan Earthquake (11/3/2011), it was `re recognized that modern society 
is losing an association. 
 The convenient city changed the human life to high degree. Although it made human to a thin 
relationship. Therefore it caused a lack of “humanity” in the town. Now we meet the turning point 
of the age, however, a life by a unit of town regenerate a community. Looking at the city, nothing 
changes from a macro viewpoint. While from a micro viewpoint, you could feel the transition of 
time from the changes of the structure and the human’s behavior and so on.



























　 2011 3.11 東日本大震災以後、現代社会は共同性を
失いつつあることを再認識した。希薄な関係で出来上
がった便利な都市は完結度の高い住まい方へと変貌さ















１ .   敷地
　荏田は神奈川県北部に位置し、湿気が多く、農業が








汐入町 5 丁目の稲荷谷戸地区ではおよそ 5 ～ 6 軒に
1 軒が空き家。これは全国平均（およそ 7 軒に 1 軒）










青 葉 区 の 空 家 率 も 2003 年 に は 2440 戸、2008 年 に











































































































建築に内在する言葉  / 坂本一成 /TOTO 出版 /2011
坂本一成 住宅 - 日常の詩学 / 坂本一成 /TOTO 出版 /2001
空間 < 機能から様相へ >/ 原 広司 / 岩波現代文庫 /  2007
パタン・ランゲージ /C. ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞ - / 鹿島出版 / 1984
都市のイメージ /K. リンチ / 岩波書店 / 1968
日本の都市空間 / 都市デザイン研究体 / 彰国社 / 1968

































そこで 3 軒で 1 つの住宅機能を賄うことにする。
住宅 1 軒あたり４０坪とすると
40( 坪 ) x 3 =120( 坪 )
400(㎡ ) x  40 % = 160(㎡ )　←部屋の面積を 40％に設
定
　　　　　　    =12   (㎡ )  x 13　…部屋数 
　　　　　　　　　　　　1 戸につき４部屋確保。
　　　   x  60 % = 480(㎡ )　← 20％を諸機能 40％を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域還元
以上のように面積設定をすることで図４の様な町の中
に住まう様な関係性を築くことができる。
本計画では町の中に侵入していくのではなく、浸透し
ていく様な計画にしていく。
また、 介護研修生は荏田小学校の防災エリアに基づ
き、エリア内での適正人数を部屋数と照らし合わせ介
護研修生人数を決めていく。
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